
首里杜地区整備基本計画策定に向けた

地域アンケート結果（概要版）
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（１）交通環境について

【住民アンケート】P7～9
• 交通量の感じ方については、コロナ禍以後に「適正またはそれより少ない」が過半数。(P7)
• 地区における交通の問題については、「朝夕の交通渋滞」が最多。(P8)
• 導入したい新たな交通サービスは、「主要道路をルートとした路線型」の希望が最多。(P9)

【学校アンケート】P16
• 歩いて通学しやすい環境で望ましいものは、「歩道、信号などの安全な交通施設の確保」が最多。

【参考：地域意見交換会10/13】参考資料①P46
• 狭隘な道路について、安全確保のため、一方通行化や無電柱化などについても検討してほしい。

（２）景観・文化について

【住民アンケート】P9～10
• 首里で活かしたい文化資源は、「石畳、拝所・御嶽、祭り・行催事」が上位。 (P9)
• 首里らしさや文化資源を受け継ぐ対策では、「文化資源の保護・維持制度の充実」関連項目が多
い。(P10)

• 首里らしい景観を守るためのルールについて、回答者の90％が、「何らかのルールがあったほう
がよい」と答えた。 (P10)
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（３）クロス分析から見えたこと

【住民アンケート】 P7～8
• 交通量の感じ方については、 A－1エリア（池端、真和志）で「コロナ禍以前に交通量が多すぎ
て迷惑」の回答が他のエリアに比べ多い。(P7)

• 交通の問題については、全エリアで「朝夕の交通渋滞」が多いが、エリア別の特徴としてはA
－1エリア（池端、真和志）で「観光車両による交通渋滞」、Cエリア（赤田、崎山、鳥堀）で
「歩行空間がない・狭い」「レンタカー等の生活道路への侵入」が多い。(P8)

（４）住民アンケートと学校アンケートの比較

交通に関して、住民アンケートと学校アンケートの世代の違いによる回答を比較した。

• 交通量の感じ方については、「コロナ禍以降で適正またはそれより少ない」との回答が学校ア
ンケート（23％）と住民アンケート（61%）で差が大きい。（P7、P13）

• 交通の問題については、両アンケートで「朝夕の交通渋滞、歩行空間がない・狭い」の回答が
共通して多いが、「観光に起因する交通渋滞や生活道路への侵入」に関しては、住民アンケー
トに比べ学校アンケートでは少ない傾向が見られる。（P8、P14）

（参考）観光について

【中城御殿に関する地域団体アンケート、地域意見交換会11/15】
• 地域には貴重な文化資源があり活用したほうがよい。一方で、観光客が増えることで、住民の
生活に支障をきたさないようにすべき（地域福祉の視点、来訪者のマナー向上など）。（参考
①P42）

• 周遊のためには、拠点間の移動のあり方や人の量を十分に調査する必要がある。（参考①P46）
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実施概要

項目 内容

対象者 首里杜地区内在住の住民2,000人

調査期間 令和3年9月24日（水）～10月8日（金）

回収数 668件（返信用封筒 575件／Web 93件）

回収率 33.4％

調査方法
地区別に人口に応じた配布数を設定し、住宅を対象にポスティング配布。回答方
法は返信用封筒とWebのいずれかを選択してもらった。

①年齢
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62
120
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125

57
19

80
13
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23
28

0 20 40 60 80 100 120

①赤田
②赤平
③池端
④大中
⑤金城
⑥儀保
⑦崎山
⑧寒川
⑨汀良
⑩当蔵
⑪桃原
⑫鳥堀
⑬松川

⑭真和志
⑮山川

n=662

0.2%

1.2%

5.6%

15.4%

17.2%

21.5%

23.3%

13.4%

2.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

①10代

②20代

③30代

④40代

⑤50代

⑥60代

⑦70代

⑧80代

⑨90代以上

n=664

②住んでいる地域

（回答数）
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③よく使う交通手段

公共交通機関（モノレール、路線バス）は
12.4％。

④家族に公共交通機関を必要とする人がいるか

（必要な理由も合わせて）

66.6%

9.3%

7.1%

5.3%

5.3%

3.4%

1.9%

0.6%

0.3%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

①自家用車

（自分で運転）

②自家用車

（家族等の運転に同乗）

④路線バス

③モノレール

⑦オートバイ

⑨徒歩

⑤タクシー

⑧自転車

⑩その他

⑥施設等の送迎バス

n=623

①いる

53%

②いない

47%

n=648

29.6%

28.1%

28.1%

14.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

B.免許を返納した（する）

A.免許を取得していない

D.その他

C.自家用車を持っていない

n=331

公共交通機関が必要
な理由で、免許返納
が最も多い。住民の
高齢化が進んでいる
と推測される。
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【参考】居住エリアの考え方

居住地区の地形と、交通渋滞が起こりやすい場所を考慮し、字別に４つのエリアに区分した。

Aエリア
首里城公園より北と首里城公園
を含んだエリア

赤平町、池端町、大中町、儀保町、
汀良町、当蔵町、桃原町、真和志町、
山川町

A－1エリア
県道49号線の渋滞箇所を抽
出したエリア

池端町、真和志町

Bエリア
首里城公園の南西側の傾斜地エリア

金城町、寒川町、字松川

Cエリア
首里城公園の南東側の高台
エリア

赤田町、崎山町、鳥堀町
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⑤首里杜地区の交通量の感じ方

コロナ禍以後は「C.適正またはそれより少な
い」と感じている人が過半数を占め、「A.非常
に迷惑」は観光ピーク期に比べ激減している。

【居住エリア別】

①期に「交通量が多すぎて迷惑」と感じているのは
Ａ-１エリアが突出。一方、②③期はゼロと激減。

Ｂエリアでは②期、③期も他のエリアと比べ「交通
量が多すぎて迷惑」と感じている人が多い。

36.4%

1.3%

3.9%

60.1%

21.9%

32.9%

3.5%

76.8%

63.2%

0% 50% 100%

①

②

③

Aエリア (n=231)

64.0%

0.0%

0.0%

36.0%

20.0%

36.0%

0.0%

80.0%

64.0%

0% 50% 100%

①

②

③

A-1エリア (n=25)

43.7%

4.6%

5.1%

52.3%

26.9%

33.1%

4.0%

68.6%

61.7%

0% 50% 100%

①

②

③

Bエリア (n=175)

37.0%

2.2%

3.9%

58.0%

30.0%

39.2%

5.0%

67.8%

56.9%

0% 50% 100%

①

②

③

Cエリア (n=181)

38.6%

2.6%

4.2%

57.3%

26.0%

35.3%

4.1%

71.4%

60.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①2018～

2019年10月頃

②2020年３月～

2020年６月頃

③2020年７月以降

～現在

A.交通量が多すぎて非常に迷惑をこうむっている

B.交通量は多いときもあるが何とかなっている

C.交通量は適正またはそれより少ない

(n=588)

(n=588)

(n=592)

観光客数ピーク期

コロナによる人流減少期

社会活動再開の過渡期
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⑥首里杜地区の交通の問題
「Ａ.朝夕の交通渋滞」「Ｂ.観光に起因する交通渋
滞」が上位であり、交通渋滞への問題意識は高い。
また「D.歩行空間がない・狭い」「F.道が狭く車で
の移動が不便」など、道路の狭さを問題視する人も
多い。

908

584

540

494

473

280

231

199

77

0 200 400 600 800 1000

A.朝夕の交通渋滞

D.歩行空間がない・狭い

B.レンタカーや観光バスに

よる交通渋滞

C.住民以外の車（レンタカー

等）が生活道路に侵入

F.道が狭く車での移動が

不便

E.起伏や階段が多く徒歩

での移動が不便

G.公共交通機関が少なく

不便

I.問題はない

H.その他

(n=362)

(n=256)

(n=494)

(n=584)

(n=280)

(n=473)

(n=231)

(n=77)

(n=199)

（点数）

【居住エリア別】

Ａ-１エリアでは「Ｂ.観光車両による交通渋滞」、
Ｃエリアでは「Ｄ.歩行空間がない・狭い」が上位。

1.49 
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1.03 

1.20 

0.27 

0.92 
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0.05 

0.17 
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（回答者数別平均点）
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⑦導入したい新たな交通サービスと利用希望

主要道路をルートとし、なるべく頻繁に運行する
交通サービスを求める声が多い。また、新しい交
通サービス（有料）を69％が利用したいと回答。

64.5%

22.9%

8.4%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①主要道路をルートとし、なるべく

頻繁に運行するサービス（小型バ

ス・カートなど）

②呼び出しに応じて必要な場所ま

で来てくれる乗合サービス（乗合タ

クシー・デマンドバス・カートなど）

③個人が使用して目的地に行ける

サービス（シェアサイクル・電動キッ

クボードなど）

④その他

n=581

①ぜひ利用

したい

69%

②利用し

そうにない

31%

n=614

⑧活かしたい文化資源

石畳や拝所・御嶽など琉球文化のレイヤーに関
する資源が上位となった。

75.4%

67.8%

66.0%

61.2%

55.1%

48.1%

45.1%

40.1%

33.5%

30.2%

5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

⑤石畳の道

③拝所・御嶽

⑧祭り・行催事

⑥赤瓦屋根

④石垣のまちなみ

②カー（共同井戸）

①古木・大木

⑩寺・寺院

⑨庭園

⑦生垣・屋敷林

⑪その他

n=644
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➈首里らしさや文化資源を受け継ぐための対策

伝統行事や歴史文化資源、赤瓦、石垣など文化資源
を維持するための対策が上位となった。

61.7%

60.2%

58.1%

52.2%

51.5%

45.8%

45.1%

44.2%

40.9%

17.4%

7.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

③伝統行事の維持・再現を支援す

る制度の充実

②歴史文化資源等を保護する制度

の充実

⑨赤瓦屋根や石垣、屋敷林の維持

への支援

⑩高い建物や不調和なデザインの

規制

①文化資源等を広く知ってもらう

④水資源やまちなかの緑を保全活

用する制度の充実

⑧公共施設や道路への首里らしい

デザインの採用

⑤文化芸能の担い手育成

⑥自治会や地域団体の担い手確保

⑦文化資源等の産業化

⑪その他

n=642

⑩首里らしい景観を守るためのルール

①何らかのルールが

あったほうがよい

90%

②ルールはできるだ

けないほうがよい

5%

③わからない 5%

n=653

①協力したい

39%
②費用の助成があ

れば協力を考える

58%

③協力したくない

3%

n=635

⑪自宅改装時にルールにあった形態にするか

90％が何らかのルー
ルがあったほうがよ
いと考えている。

「①協力したい」
「②費用助成があれ
ば協力を考える」
あわせて97％となっ
た。
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⑫観光と住民生活の両立に必要なこと

「観光交通が過剰にならない」「ごみや騒音がな
い」など住民生活に悪影響がでないことが上位。

62.1%

57.9%

50.4%

48.4%

26.2%

25.7%

6.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

③観光交通が過剰にならない

⑤ごみ、騒音などの被害がない

⑥来訪者が首里の文化や生活に

理解を深める

①地域に経済的なメリットがある

②店舗や工房の立地を誘導する

④適正な来訪者人数の設定

⑦その他

n=660

【居住エリア別】

Ａ－１エリアは「観光交通が過剰にならない」ではなく
「ごみ、騒音などの被害が少ないが」トップになっている。
Ｂ及びＣエリアは比較的「来訪者の首里への理解」「地域
への経済的メリット」への回答が他エリアよりも高い傾向
がある。

45.8%

24.0%

61.6%

24.4%

59.4%

46.9%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

Aエリア

n=271

41.2%

29.4%

61.8%

29.4%
67.6%

38.2%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

A-1エリア

n=34

53.9%

26.7%

61.8%

29.3%

57.1%

51.8%

5.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

Bエリア

n=191

47.0%

28.5%

63.5%

23.5%

57.5%

54.0%

7.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

Cエリア

n=200
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①子どもが通う学校（２人目まで回答可） ②送迎状況

項目 内容

対象校 城西小学校、城南こども園、城南小学校、首里中学校（４校）

調査期間 令和３年10月18日～27日

回収数 366件

調査方法

 学校やPTAに協力いただき、学内グループウェアやメーリングリストによる調査
依頼、及びWebによる回収を行った。一部、調査票による回収も行った。

 回答者の対象は保護者とした。

実施概要

35.1%

30.8%

26.2%

5.7%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

④城南小学校

⑤首里中学校

③城西小学校

②城南こども園

①城西こども園

n=542

45.5%

51.7%

26.2%

8.5%

6.5%

26.7%

7.4%

12.4%

10.8%

2.0%

9.1%

10.3%

11.3%

7.7%

12.9%

40.0%

5.8%

6.2%

4.8%

5.3%

45.5%

37.9%

62.4%

83.7%

80.6%

33.3%

86.8%

81.4%

84.4%

92.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校時

下校時

登校時

下校時

登校時

下校時

登校時

下校時

登校時

下校時

城
西
こ
ど
も
園

城
西
小
学
校

城
南
こ
ど
も
園

城
南
小
学
校

首
里
中

学
校

①ほぼ毎日、
送っている
(週４~５日)

②時々送る
ことがある
(週２~３日)

③特別な事
情がない限
り送らない
(週１日以下)

城西
こども園

城西
小学校

城南
こども園

城南
小学校

首里
中学校
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➂首里杜地区の交通量の感じ方

「交通量が多すぎて迷惑」と感じている人は、
コロナ後に大幅に減少している。

住民アンケートに比べ、②③期の「適正または
それより少ない」の回答は低い。

33.5%

2.2%

8.9%

62.8%

42.7%

68.3%

3.6%

55.1%

22.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①2018年～

2019年10月頃

②2020年３月～

2020年６月頃

③2020年７月以降

～現在

A.交通量が多すぎて非常に迷惑をこうむっている

B.交通量は多いときもあるが何とかなっている

C.交通量は適正またはそれより少ない

(n=358)

(n=361)

(n=360)

観光客数ピーク期

コロナによる人流減少期

社会活動再開の過渡期

36.1%

0.9%

8.3%

60.2%

42.6%

73.1%

3.7%

56.5%

18.5%

0% 50% 100%

①

②

③

Aエリア (n=108)

31.7%

1.7%

3.3%

58.3%

30.0%

45.0%

10.0%

68.3%

51.7%

0% 50% 100%

①

②

③

Bエリア (n=60)

33.1%

3.6%

11.3%

66.3%

47.3%

72.6%

0.6%

49.1%

16.1%

0% 50% 100%

①

②

③

Cエリア

(n=166)

(n=169)

(n=168)

【居住エリア別】

①期に「交通量が多すぎて迷惑」と感じているのは
Ａエリアが多い。

Ｃエリアでは②期、③期も他のエリアと比べ「交通
量が多すぎて迷惑」と感じている人が多い。

※Ａ-１エリアは回答数２件のため省略。
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④首里杜地区の交通の問題

「Ａ.朝夕の交通渋滞」が最多。「Ｄ.歩行空間がな
い・狭い」と「Ｆ.道が狭く車の移動が不便」など、
道路環境から起こる問題も上位にある。

575

565

321

259

190

98

66

66

49

0 100 200 300 400 500 600

A.朝夕の交通渋滞

D.歩行空間がない・狭い

F.道が狭く車での移動が

不便

C.住民以外の車（レンタカー

等）が生活道路の侵入

B.レンタカーや観光バスに

よる交通渋滞

E.起伏や階段が多く徒歩

での移動が不便

H.その他

I.問題はない

G.公共交通機関が少なく

不便

(n=250)

(n=103)

(n=258)

(n=187)

(n=129)

(n=59)

(n=31)

(n=43)

(n=34)

（点数）

35.9%

1.3%

5.2%

58.8%

37.7%

63.6%

5.2%

61.0%

31.2%

0% 50% 100%

①

②

③

城西こども園・城西小学校

(n=153)

(n=154)

(n=154)

30.4%

1.9%

8.8%

66.8%

41.2%

67.9%

2.8%

56.9%

23.3%

0% 50% 100%

①

②

③

城南こども園・城南小学校

(n=214)

(n=216)

(n=215)

32.9%

3.0%

9.6%

64.7%

44.9%

74.9%

2.4%

52.1%

15.6%

0% 50% 100%

①

②

③

首里中学校

(n=167)

(n=167)

(n=167)

【学校別】

①期に「交通量が多すぎて迷惑」と感じているの
は城西こども園・城西小学校が多い。

【項目】

①2018年～2019年10月頃
観光客数ピーク期

②2020年3月～2020年6月頃
コロナによる人流減少期

③2020年7月以降～現在
社会活動再開の過渡期

33.5%

2.2%

8.9%

62.8%

42.7%

68.3%

3.6%

55.1%

22.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①2018年～2019年10月頃

②2020年３月～2020年６月頃

③2020年７月以降～現在

首里杜地区の交通量について

A.交通量が多すぎて非常に迷惑をこうむっている

B.交通量は多いときもあるが何とかなっている

C.交通量は適正またはそれより少ない

(n=358)

(n=361)

(n=360)
【凡例】
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【居住エリア別】交通の問題

Ａエリアでは「Ａ.朝夕の交通渋滞」、Ｂエリアと
Ｃエリアでは「Ｄ.歩行空間がない・狭い」が多い。

【学校別】交通の問題

城南こども園・城南小学校では「Ｄ.歩行空間がな
い・狭い」が多い。

1.63 

0.79 

0.88 

1.16 

0.34 

0.66 

0.09 

0.23 

0.23 

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

A

B

C

D

E

F

G

H

I

Aエリア

n=108

1.13

0.62

0.49

1.59

0.49

0.87

0.31

0.28

0.21

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

A

B

C

D

E

F

G

H

I

Bエリア

n=61

1.62

0.31

0.73

1.78

0.15

1.00

0.11

0.13

0.12

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

A

B

C

D

E

F

G

H

I

Cエリア

n=173

【項目】

A.朝夕の交通渋滞

B.レンタカーや観光バスによる交通渋滞

C.住民以外の車（レンタカー等）が生活道路に
侵入

D.歩行空間がない・狭い

E.起伏や階段が多く徒歩での移動が不便

F.道が狭く車での移動が不便

G.公共交通機関が少なく不便

H.その他

I.問題はない

（回答者数別平均点）

1.36

0.92

0.83

1.30

0.39

0.64

0.18

0.26

0.12

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

A

B

C

D

E

F

G

H

I

城西こども園・城西小学校

n=154

1.33

0.29

0.78

1.89

0.18

1.04

0.10

0.17

0.19

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

A

B

C

D

E

F

G

H

I

城南こども園・城南小学校

n=221

1.88

0.50

0.60

1.37

0.26

0.81

0.13

0.19

0.26

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

A

B

C

D

E

F

G

H

I

首里中学校

n=167

（回答者数別平均点）
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⑤歩いて通学しやすい環境で望ましいもの

歩道や歩行者専用道路、信号などの安全な交通施
設の確保が最も多い。

⑥導入したい新たな交通サービスと利用希望

主要道路をルートとし、なるべく頻繁に運行する交
通サービスを求める声が多い。また、新しい交通
サービスを61.5％が利用したいと答えている。

62.7%

16.3%

7.7%

6.1%

4.1%

3.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①歩道や歩行者専用路、信号など、

安全な交通施設の確保

②通学路における車両通行規制

③見守り活動や防犯体制づくり

④自宅近くから学校や駅に行きやすい

コミュニティバス・スクールバス

⑤子どもたちの顔が見える店舗の誘致やま

ちづくり

⑥その他

n=362

62.8%

18.0%

15.6%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

①主要道路をルートとし、なるべく

頻繁に運行するサービス（小型バ

ス・カートなど）

②呼び出しに応じて必要な場所ま

で来てくれる乗合サービス（乗合タ

クシー・デマンドバス・カートなど）

③個人が使用して目的地に行け

るサービス（シェアサイクル・電動

キックボードなど）

④その他

導入したい新たな交通サービス

n=339

①ぜひ

利用し

たい, 

61.5%

②利用

しそうに

ない, 

38.5%

新しい交通サービスの利用希望

n=364

（有料）


